
 
 

 

   

つくりたい暮らしがある「あなた」を応援します 

世田谷トラストまちづくり活動助成事業 
SETAGATA TRUST COMMUNITY DESIGN FUND 

□  １）はじめの一歩 部門  

□  ２）まちづくり活動 部門  

■  ３）〇〇
ま る ま る

コラボ 部門 
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▶ 応募相談  期間［事前予約制］ ※必須事項 

2026 年 2 月 24 日（火） ～ 4 月 3 日（金） 

▶ 応募受付  期間［郵送・持参］ 

2026 年 4 月 6 日（月） ～ 4 月 16 日（木） 必着 

 

 

問合せ・書類提出先 

一般財団法人  世田谷トラストまちづくり 

世田谷トラストまちづくり活動助成事業担当 

TEL  03-6379-1621 /  FAX 03-6379-4233 

〒156-0043 世田谷区松原 6-3-5 梅丘分庁舎 1 階 

2026 
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 １．世田谷トラストまちづくり活動助成事業について           

本助成事業は、公益信託世田谷まちづくりファンド（1992-2025）を継承し、一般財団法人世田谷

トラストまちづくりが実施する事業です。 

公益信託世田谷まちづくりファンドは、中立的な立場で行われる公開審査、助成グループが相互

に学び育ちあう機会づくり、運営委員や市民サポーターによる運営への関わりが特徴的であり、30

年以上区民の創意工夫による取り組みを応援してきました。さまざまなグループの活動の一歩、あ

るいはステップアップに活用されながら、人と人とのつながりといったソフトインフラづくりや地

域力の強化に寄与し、区民がまちに主体的にかかわる意識と機会を醸成してきました。 

複雑化する地域課題への対応には多様な主体による支えあいが求められており、区民主体のまち

づくり活動を促進し支援していくことは、区民が望む、誰もが安心して快適に暮らせる地域共生の

まちづくりに向けて今後も求められていることです。 

本助成事業では区民の創意と工夫にあふれたまちづくりの促進と多様な活動を創出していくと

ともに、ファンドの蓄積を活かしながら多くの方々の関わりによって育つしくみ、また、まちにあ

る様々な問いに柔らかく挑戦できるしくみとなるよう取り組んでいきます。 

本助成事業では、助言機関として運営委員会を設置し、8 名の運営委員のみなさまと事業運営を

進めるとともに、公開型の審査や学びあう機会づくりも進めていきます。 

 ２．助成金について                    

助成財源は、みなさまからの寄附金と当財団の収益を活用して進めていきます。 

ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 ３．２０２６年度の部門構成について             

今年度は３つの部門で助成を行います。助成総額は 600万円です。 

（１）はじめの一歩部門  [ 助成額：一律 ５万円 ] 

 これからまちづくりの第一歩を踏み出そうとしているグループの活動に対して助成 

（２）まちづくり活動部門 [ 助成額：５～５０万円 ] 

 地域の住みよい環境づくりをめざす住民グループの様々な活動に対して助成 

（３）○
まる

○
まる

コラボ部門   [ 助成額：１０～５０万円 ] 

 まちづくり活動を行うグループが、他のグループとコラボする活動に対して助成 

 ４．〇〇コラボ部門の概要   [助成額：１０～５０万円]      

2025年度よりスタートした○
まる

○
まる

コラボ部門は、まちづくり活動に取り組むグループが自らの活

動を深めるだけではなく、連携することで相互の活動の新たな可能性を広げるチャレンジを応援

する部門です。 

まちづくり活動を行う 2 つ以上のグループが協働することによって、世田谷のまちや私たちの

暮らしの課題を解決したり、新たな価値を創造しようとする活動を対象とします。それぞれが持

つネットワークや資源を取り入れた独自のコラボ提案をお待ちしています。 

※なお、過去に公益信託世田谷まちづくりファンドで助成を受けたグループも対象とします。 
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 ５．助成スケジュール                  
 

 

 

 

 

 

 

 

2026年４月６日（月）～４月１６日（木）必着  

提出先：一般財団法人 世田谷トラストまちづくり［松原 6-3-5］ 

応募書類の事前審査を行います。 

結果については、5月上旬までにＥ－ＭＡＩＬでご連絡します。 

2026年５月３１日（日）＜午後予定＞ 

会場：三茶しゃれなあどホール（世田谷区民会館別館） 

［世田谷区三軒茶屋 1－41－10 三茶昭和ビル 5 階］(2024 年に移転) 

※プロジェクトの代表グループに加え、コラボグループにもご出席いただきます。 

※時間等の詳細につきましては、別途ご案内いたします。 

2026年６月２３日（火） ＜１８:３０～２０:３０ 予定＞  

まちづくり活動はじめまして交流会 

構成グループ（コラボグループ含む）で必ずご参加ください。 

会場：世田谷文化生活情報センター 生活工房 

   ［世田谷区太子堂 4-1-1 キャロットタワー内］ 

2026年７月上旬～８月上旬 ＜予定＞ 

2026年１１月２９日（日）＜午後予定＞  

世田谷まちづくり交流会 

構成グループ（コラボグループ含む）で必ずご参加ください。 

会場：世田谷区役所に新設される交流拠点（2026年 11月開設） 

会場の詳細や時間等につきましては、別途ご案内いたします。 

2027年２月９日（火）必着  
「活動報告書」及び「会計報告書兼助成金使途報告書」（領収書(写)等、

費用の根拠となる資料の添付が必要）をご提出ください。 

次年度への継続申請をされない場合、2027年 5月下旬（予定）に開催の

最終活動発表会で、活動成果を発表してください。 

応募相談 

必須事項 

★p.3の予約方法より 

ご予約ください 

2026年２月２４日（火）～ ４月３日（金） 
申請を検討される場合は、必ず応募相談を受けてください。 

応募相談を受けていない場合は、応募はできません。 

助成事業に関する質問、活動相談のほか、まちづくり活動全般の相談も行

っています。財団事務所での対面または zoom での相談が可能です。 

特定日時を希望する場合は、お早めにご予約ください。 

応募受付 
［郵送・持参］ 

公開審査会 
欠席の場合は 

不採用となります 

交流会① 
〇〇コラボ部門は 

参加必須 

活動報告書・

会計報告書の
提出 

最終活動発表会 

助成金の交付 

交流会② 
すべての助成 

グループが参加必須 

書類審査 
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 ６．応募資格等                         

（１）応募資格 

応募できるのは、次の条件を満たすグループとします。 

① グループの構成 

・ 2 つ以上のグループが連携して行う活動であること。また、各グループは３人以上の構成員

によるものであること。 

② 代表グループ （ア、イのいずれも満たすこと） 

ア）任意団体、NPO 法人、一般社団法人、社会福祉法人等の非営利活動を前提としたグルー

プであること。 

イ）代表者が、世田谷区内在住あるいは在勤、在学であること。 

③ コラボグループ 

・コラボグループについては上記ア及びイについては求めません。 

④ プロジェクトのメンバー 

・各グループのメンバーが関わり、かつ３人以上であること。 

⑤ 助成回数の制限 

・助成を受けられる回数の制限はありません（ただし、今後設定する場合があります）。 

※ 本助成は単年度での助成です。継続の場合であっても、毎年の申請・審査が必要となります。 

（２） 応募制限 

① 応募内容は、世田谷区内を対象としたまちづくり活動とします。 

② 政治、宗教、営利を目的とする活動は、助成の対象外とします。 

③ 2026年度 世田谷トラストまちづくり活動助成事業の他部門との重複応募はできません。 

④ 世田谷トラストまちづくりを除く他の財団などから助成を受けている場合でも、活動内容

が重ならなければ、併せて応募できます。ただし、他の財団などの助成が、併用を認めな

い場合もありますので各応募グループでご確認ください。 

 

 ７．応募相談                       

応募相談 ※必ず、電話、または Web フォームでご予約ください！ 

申請をご検討の際は、必ず応募相談をお受けください。相談を受けていない場合は応募を受け

付けられませんのでご注意ください。 

対面相談のほか、zoomでのオンライン相談も行っています。 

応募相談期間：2026 年２月２４日(火)～４月３日(金) 午前 9時〜午後 5時（原則） 

※土・日・祝日は休み 

一日にお受けできる件数には限りがありますので、特定の日時での応募相談をご希望の場合はお

早めにご連絡ください。最終日は特に混み合うため、ご希望の日時にそえないことがございます。 

★応募相談の予約方法   〈個人情報の取り扱いについて〉に同意の上、ご予約ください。 

・電 話：03-6379-1621（平日の午前9時〜午後5時） 

・Webフォーム：https://e.cnz.jp/sv/77w5/d8YwZcGS  → 
ユミルリンク株式会社の申込サービスを利用しています。 

※ Webフォームでの予約は、担当者からの返信をもって確定とさせていただきます。 

〈個人情報の取り扱いについて〉当財団にお寄せいただいた個人情報は、財団からの連絡のために利用します。取得した個人情報は、法令

に基づく場合または本人の同意がある場合を除いて第三者に提供することはありません。また委託する際は、利用目的の範囲内で適法に

これを行います。開示請求等の場合は個人情報保護管理者：管理課長（電話 03-6379-4300）までお問い合わせください。 

https://e.cnz.jp/sv/77w5/d8YwZcGS
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 ８．応募方法                           

（１）応募にあたっての注意点 

① 申請をご検討の際は、必ず応募相談をお受けください。相談を受けていない場合は応

募を受け付けられませんのでご注意ください。 

② 応募用紙は、本紙「応募の手引き」をよくご確認のうえ、作成してください。 

③ 応募受付後の部門変更はできません。 

④ プロジェクト名は確定した名称をご記入ください。仮称での応募はできません。 

⑤ 応募用紙は、公開審査会で公開されます。応募用紙の承諾欄をよくお読みのうえで個

人情報をご記入ください。 

⑥ 応募用紙は代表グループの代表者が署名の上、ご提出ください。 

⑦ 応募受付の際にご提出いただいた応募用紙は返却いたしません。 

⑧ 応募用紙の書式変更はできません。特にパソコンで作成する場合は、改ページ等によ

り用紙枚数が所定の書式より増えたりしないように、十分ご注意ください。 

⑨ 全ての応募用紙にご記入のうえ、ご提出ください。 

内容に不備があった場合は受け付けできません。ご不明点は、応募相談でご質問くださ

い。 

※上記①～⑨について同意の上で、ご応募願います。 

（２）応募方法 

受付期間：2026 年４月６日(月)～４月１６日(木) 必着 

応募用紙は、一般財団法人世田谷トラストまちづくりへ、郵送、もしくは窓口への持参に

てご提出ください。Ｅ－ＭＡＩＬ等による受付はいたしません。 

応募用紙は、下記の URLよりダウンロードできます。 

財団事務所で配布もいたします。 

https://www.setagayatm.or.jp/trust/fund/index_new.html       

【応募用紙の取り扱い】 

応募用紙に記載する事項は、助成先の選考等、運営に必要な範囲で、本助成事業の運営委

員へ共有します。本応募用紙の【公開情報】は、公開審査会等で配布します。また、助成が

決定した場合、グループ名、活動内容等の情報がホームページ等で公開されます。 

【個人情報の取り扱い】 

応募用紙のうち公開情報及び限定公開情報は、第三者へ提供します。開示請求等の場合

は、個人情報保護管理者（一財）世田谷トラストまちづくり管理課長（TEL03-6379-4300）

までお問合せください。 

〒156-0043 世田谷区松原６-３-５ 梅丘分庁舎１階 

一般財団法人 世田谷トラストまちづくり 地域共生まちづくり課 

世田谷トラストまちづくり活動助成事業担当 宛 

 

提
出
先 

←応募用紙の 

ダウンロード 

https://www.setagayatm.or.jp/trust/fund/index_new.html
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 ９．助成対象と審査・交付                   

（１） 助成額  １０～ ５０ 万円 

（２） 助成対象期間 

2026年４月〜2027年１月までの間に実施する活動 

（３） 助成の対象となる活動 

① まちづくり活動を行う 2 つ以上のグループが連携し、お互いの強みを活かし、補い合い

ながら、世田谷のまちや私たちの暮らしの課題解決や新たな価値創造につながる取り組

みに対して助成します。活動及びその可能性を広げることを想定した部門のため、既存

の取り組みではなく、新たなプロジェクト・取り組みを対象とします。 

② 助成を受けられる回数の制限はありません（ただし、今後設定する場合があります）。 

（４） コラボイメージ 

以下の他にも、新しい視点からの多様なコラボ企画の提案を期待しています。 

・各グループのネットワークを横断させることで、新しい価値を生み出すプロジェクト 

・足りないものを補完し合うことで、課題解決につなげるプロジェクト 

・コラボすることで可能になる、グループとしての新たなチャレンジ 

（５） 助成対象経費 詳細は p.9をご参照ください。 

① 活動に必要な経費（材料費、コピー代、通信費、本プロジェクトに必要な人件費等） 

② 活動に必要な講師や専門家の援助に対する謝礼等 

※ 「認められない経費」や「助成金を使用できる上限額が設定されている経費」もありま

す。上限を超える支出分については、自己資金でご対応ください。 

※ 助成決定後に費目間で 3万円を超える支出流用を行う場合は、当助成事業による事前承

認を受ける必要があります。 

（６） 審査方法（応募書類の事前審査→公開審査会） 

① 応募書類の事前審査 

事前審査の結果については、5月上旬までに原則としてＥ－ＭＡＩＬでご連絡します。 

事前審査を通過したグループを対象に、公開審査会で選考します。 

② 公開審査会 

模造紙サイズの紙 1枚（788×1090㎜程度）を用いて、申請書に基づいた活動企画内容

を発表していただくとともに、運営委員との質疑応答を行います。欠席の場合は不採用と

なりますので、プロジェクトの代表グループ及びコラボグループメンバーは必ずご出席く

ださい。 

継続申請グループ（2025年度に助成を受けたグループ）は、模造紙 1枚に前年度活動実

績および今年度の申請内容をまとめてください。昨年度の活動実績についても、審査対象

とします。なお、継続申請グループの発表は、2025年度最終活動発表会を兼ねています。 

公開審査会においては、申請内容に応じ資金使途・計画も審査の対象とします。審査の

結果、減額の助成決定となることがあります。 

● 日 時：2026 年 ５月 ３１日（日）＜午後予定＞ 

● 会 場：三茶しゃれなあどホール（世田谷区民会館別館） 

※ 詳細については、別途ご案内いたします。 

※三茶しゃれなぁどは 2024 年

6 月に移転しました。詳細は

p.11 をご確認ください。 
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（７） 運営委員会 

審査を行うのは、学識者や行政職員、過去に助成を受けていた卒業生などからなる 8 名の運

営委員の皆さんです。2026年度の運営委員は下記の URLからご確認いただけます（2026年 4

月に更新いたします）。 

https://www.setagayatm.or.jp/trust/fund/members.html 

（８） 審査の重点 

審査にあたっては、部門の主旨をふまえた活動であるか、また、活動内容および収支計画が

的確で、活動の実現性が高いかを確認します。 

そのうえで、今年度は、次の点を重視して審査を行います。 

 

① 課題を解決するための新たなアプローチによる活動、あるいは新しい価値を生み出す活

動が期待できること 

② 多様な他者が参画しようとしているか、あるいは他者と結びつこうとしていること 

③ 自分たちの活動や資源を的確に見極め、それぞれのグループが持つ強みを活かし、足り

ないリソースを補い合うような協働型の活動であること 

④ 提案企画が構成するそれぞれのグループの活動に対して新規性がみられること 

（９） 助成金の交付 

① 所定の手続完了後、助成金を交付します（7月上旬～8月上旬予定）。 

② 助成金の振込先は、代表グループの銀行口座になります。 

③ 活動が途中で終了、または残金が発生した場合には、その時点での支出を精算し、

残額を返還していただきます。 

 １０．活動報告                       

助成対象期間（2026 年 4月～2027年 1月）の活動報告は以下の形でご提出いただきます。 

（１） 報告書の提出 

提出期限：2027年２月９日（火）必着 

提出先：（一財）世田谷トラストまちづくり ※詳細は決定次第ご案内いたします。 

（２） 報告書として提出する書類 

次の書類を作成し、ご提出ください。 

■ 表紙 

☑ 報告書表紙（世田谷トラストまちづくり活動助成 実施報告兼会計報告書 第５号様式) 

■ 報告書① 

☑ 活動実施報告書 A（共通アンケート：指定書式 A4・１枚） 

☑ 活動実施報告書 B（各グループの自由書式 A4・２枚） 

※活動実施報告書は、公開審査会及び最終活動発表会の資料として公開されるほか、 

財団ホームページでも公開いたします。 
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■ 報告書② 
☑ 会計報告書兼助成金使途報告書（指定書式または、類似書式で作成） 

[補足１] 会計報告書兼助成金使途報告書に添付が必要なもの 

・助成対象費用すべての領収書かレシートの原本、または写し。 

・領収書、レシート等を集計し、不足分が認められた場合、助成金を返還

いただきます。 

[補足２] 領収書の要件 

・領収書には、金額、内容、日付、代金支払人、発行人、住所の記入、押印

がされ、「領収書（証）」と明記されていることが必要です。 

・代金支払人は、グループ名としてください。 

・金額を訂正したものは無効です。 

[補足３] 領収書・レシートが発行されない支出の報告方法 

・公共交通機関の利用（交通費）： 利用日、利用区間、料金をご報告ください。 

・電話、インターネット等の通話、通信料、通話目的、回数、内訳等をご報告 

ください。 

・SUICA や PASMO などへの入金記録は認められません。 

（３） 最終活動発表会への出席 

部門の概要を踏まえてご準備ください。 

☑ 継続申請する場合   → 翌年の公開審査会にて報告 

☑ 今年度で終了する場合 → 2027年 5月下旬に開催予定の最終活動発表会で報告 

 

 

 １１．交流会への出席                   

世田谷トラストまちづくり活動助成事業では、活動グループ相互の学び合いやネットワークづくり

が活動を展開する上で重要であると考えていることから、単なる資金支援だけでなく、交流会への参

加を条件として位置付けています。本助成事業の趣旨をご理解のうえ、グループメンバーで予め調整

いただき、必ずご出席ください。 

（１） 交流会①「まちづくり活動はじめまして交流会（6/23・火）」18:30～20:30 予定 

はじめて助成を受けるグループ、〇〇コラボ部門助成グループ(代表・コラボグループ含む)

は参加必須です。また、助成継続グループの方もぜひご参加ください。 

（２） 交流会②「世田谷まちづくり交流会（11/29・日）」 午後予定 

すべての助成グループが対象となります（はじめの一歩、まちづくり活動、〇〇コラボ部門

(代表・コラボグループ含む)）。 

上記対象グループ以外に、過去に助成を受けていたグループ、区内で活動している団体、まち

づくり活動に関心のある方にも広く呼びかけ、ご参加いただいております。 
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 １２．その他                       

（１）指定ロゴの掲載 

助成期間中、助成対象となる活動を実施する際は、作

成するポスター、チラシ、冊子、マップ等に、指定のロ

ゴマークを掲載してください。助成決定後、グループに

データを送付します。 

また、SNS（Facebook、Instagram、X等）での情報発信の際には、下記の例文をご参考に、掲載

のご協力をお願いいたします。 

～例文～ 

本活動は、「世田谷トラストまちづくり活動助成事業」の助成を受けています。 

（２）過去の申請グループの応募書類の閲覧 

公益信託世田谷まちづくりファンドと、世田谷トラストまちづくり活動助成事業の過去のグル

ープの応募書類を参考にしたい場合は、世田谷トラストまちづくりの窓口（世田谷区松原 6-3-5 

梅丘分庁舎 1階）にて閲覧いただけます。 

以 上 
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■表１．助成対象経費一覧 

※「助成金を使用できる上限額」が設定されている経費もあります。これらの上限を超える支出分につい
ては、自己資金で補ってください。また、１つの費目が申請額に対して５割を超える場合、必ず応募相
談でご相談ください。なお、計上されていない費目への流用はできません。 

費 目 助成対象経費（例） 
助成金を使用できる 
上限額 及び 留意点 

助成が認められない 
経費 

謝礼 
・人件費 

○外部講師謝礼 
○外部作業費（対象活動に伴う
各種製作費、資料作成費等） 

○ｽﾀｯﾌ人件費 

・外部謝礼上限額：30,000 円/件 
・外部作業費上限額：1,250円/時間 
・ｽﾀｯﾌ人件費：構成ﾒﾝﾊﾞｰへの支払い
も、上限額 1,250 円/時間で可。ただ
し本企画で必要なものに限ります。 

・本企画以外の外部講師謝
礼、外部作業費、ｽﾀｯﾌ人件
費 
・助成対象期間外のスタッ
フ人件費 

交通費 

○ｲﾍﾞﾝﾄ関係や調査活動に伴う
交通費 

○謝金対象の講師などへの交
通費（電車、ﾊﾞｽ代、ｶﾞｿﾘﾝ代
等） 

・行き先･人数の予定を記載ください。  
・移動範囲は、関東圏内(一都六県)に
限ります。 
・ﾒﾝﾊﾞｰの交通費については移動区間
と料金を明記してください。 
(講師等への交通費は除く) 

・定例会、打合せ等の通常
活動時のﾒﾝﾊﾞｰ交通費 

賃借料 

○会議やｲﾍﾞﾝﾄの会場費 
○一時的な駐車料金 
○機材物品ﾚﾝﾀﾙ費 
○公共施設の利用料 
○ﾎﾟｹｯﾄ Wi-Fi ﾚﾝﾀﾙ費 

 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾒﾝﾊﾞｰへの支払い 
・ﾒﾝﾊﾞｰ個人宅の家賃 
・団体所有施設の使用料 
・土地や建物等の賃料 

資料費 
○参考図書、文献、写真など資
料の購入費 

 
・活動終了後、個人所有と
なる資料 
・定期購読誌等の購読料 

印刷費 

〇本企画の PR ﾁﾗｼ、ﾎﾟｽﾀｰや事
業の成果物の印刷費（印刷ﾚｲ
ｱｳﾄ含む） 

○ｺﾋﾟｰ実費、写真現像費 

・製作物などの単価、数量を記載して
ください。 

 

通信費 

○ﾒﾝﾊﾞｰ間の通信費や、案内、会
報の送料など 

○切手代、宅配便代 
○電話ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の通話通信料 

・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等通話、通信料上限
額：4,000 円/月 

・電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続などの
導入費と毎月の基本料、ﾃﾞ
ｰﾀ･ﾊﾟｹｯﾄ通信料（ﾒｰﾙ代含） 
・ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ契約料 

ｵﾝﾗｲﾝ 
関係費 

○SNS 等の広告宣伝費 
○ﾘﾓｰﾄ会議に要するｱﾌﾟﾘ、ﾗｲｾﾝ

ｽ費用 
○編集ｿﾌﾄ利用料(Canva など) 
○公式 LINE ｱｶｳﾝﾄ運営費 

・利用料は本企画の実施に有用なﾂｰﾙ
やｻｰﾋﾞｽ等に限ります。 
・利用料は助成対象期間の 10ヵ月分
のみとなります。 
・助成対象期間内で 30,000 円/件以
下の費用を対象とします。 

・助成対象期間外のもの 

消耗品
費 

○用紙、文具、ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝｸ代、ﾃﾞ
ｰﾀ記録用 CDR など 

○食材費（参加者同士の交流促
進につながる用途のもの） 

・30,000円/件以下の物品を対象とし
ます。 
・できるだけ具体的に物品を明記し
てください。 

・活動終了後、個人所有と
なる物品 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾒﾝﾊﾞｰの飲食費 
・景品や記念品、参加賞等 

その他
の 

諸経費 

○ｲﾍﾞﾝﾄに係るｲﾍﾞﾝﾄ保険、ﾚｸﾘｴ
ｰｼｮﾝ保険 

〇振込手数料 
 

・けやきネット登録更新料 
・個人のスキルアップのた
めの研修、受講費 
・本助成事業の公開行事に
関わる交通費や消耗品費 
・水道光熱費 

※下記に示した費目へ助成金を使う場合は、助成申請時にその理由(活動にとって外注や備品購入の必
要性)を応募用紙の支出計画に必ず掲載ください。合理性を審査の上、助成可否を判断します。 

費 目 助成対象経費（例） 留意点 助成が認められない経費 

外注費 

○30,000 円/件を超える外部
への委託費 
(ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ料、HP・ﾃﾞｻﾞｲﾝ作成
料、各種製作費など) 

・できるだけ具体的に内容を記載し
てください。 

・理由と内容の記載がない場合、対
象外となる可能性があります。 

 

機材 
･備品費 

○30,000 円/件を超える 
物品費 

○30,000 円/件を超えるオン
ライン関係費 

・日常的に複数ﾒﾝﾊﾞｰが利用するも
のに限ります。 

・できるだけ具体的に利用形態（利用

方法・頻度）を記載してください。 
・理由と内容の記載がない場合、対
象外となる可能性があります。 

･活動終了後、個人所有とな
る物品 
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■表２．「活動の実施に関わる収支報告」の記入例 

(１) 支出 

費目 内容（算出根拠） 金額（円） 

 
費目小計 
（円） 

本助成への 

申請額（円） 

謝礼・ 

人件費 

外部講師謝礼（講演会）＠３0,000 円×１人 30,000 30,000 

130,800 外部作業費（資料作成）@1,200 円×12 時間×2 人 28,800 28,800 

ｽﾀｯﾌ人件費（企画調整）@1,200 円×3 時間×4 人×5 回 72,000 72,000 

交通費 

講師の交通費 ＠5,000 円×1人 5,000 5,000 

17,000 メンバーの現地調査の交通費（下北沢⇔三軒茶屋） 

＠240 円×2（往復）×５人×5 回 
12,000 12,000 

賃借料 

講演会用会場使用料（●●ホール）＠44,780 円×１回 44,780 44,780 

71,780 

講演会用プロジェクターレンタル費 ＠5,000 円×１回 5,000 5,000 

イベント会場費（▲▲広場）@6,000×2 回 12,000 12,000 

イベント用テントレンタル費 @3,000 円×2 回 6,000 6,000 

イベント時駐車場費 ＠2,000 円×２回 4,000 4,000 

資料費 参考書籍代 ＠2,900 円×1 冊 2,900 2,900 2,900 

印刷費 
A4 判チラシ印刷 ＠20 円×1,500 部 30,000 30,000 

55,000 
パンフレット印刷費 ＠250円×100 冊 25,000 25,000 

ｵﾝﾗｲﾝ 

関係費 

Zoom 有料アカウント費 ＠2,125 円×10 ケ月 21,250 21,250 

73,500 
Zoom 有料アカウント費 ＠2,125 円× 2 ケ月（期間外） 4,250 0 

公式 LINE アカウント運営費 @5,500 円×6 ヶ月 33,000 30,000 

Canva チームス @1,500×10ヶ月 15,000 15,000 

消耗品費 

プリンターインク代 @4,300×3 個 12,900 12,900 

36,270 オンライン用マイクスピーカー @15,000×1 台 15,000 15,000 

熱中症対策物品（塩飴、ペットボトル、コップ、冷却材） 8,370 8,370 

その他・ 

諸経費 

レクリエーション保険 @30円×200 人（全 4 回分） 6,000 6,000 
7,000 

振込手数料 @200 円×5 回 1,000 1,000 

外注費 

広告デザイン外注費 ＠80,000 円×一式 

【理由】魅力ある広告デザインのため、専門家に外注する。 

【内容】本企画のデザイン作成（ロゴ・チラシ等） 

80,000 80,000 80,000 

機材・ 

備品費 
タブレット購入費 ＠60,000円×一式 60,000 0 60,000 

合計（円） 

① A の金額は、必ず万単位としてください 

② 申請書 1 頁［第 1 号様式（第 5 条関係）］の 2.助成申請額の欄に、A の金額を 
記入してください 

A  

470,000 

B   

534,250 

(2) 収入 

費目（会費、参加費、団体助成、寄付など） 金額（円） 

イベント収入（見込み）@500×30 人×2 回 

自己資金 

30,000 
34,250 

世田谷トラストまちづくり活動助成事業（申請額）                 A       470,000 

合計（円） B      534,250 
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          応 募 相 談（要予約）           

所在地 

世田谷区松原 6-3-5  

梅丘分庁舎 1階 

※小田急線「梅ヶ丘駅」徒歩 2分 

☎電話 

0 3 - 6 3 7 9 - 1 6 2 1 
（平日の午前 9 時〜午後 5 時） 

 

 

◀ 応募相談申込フォーム 

 

           会 場 案 内              

▼公開審査会  

三茶しゃれなあどホール 
［５階：オリオン］ 

世田谷区三軒茶屋 1-41-10 

三茶昭和ビル ※2024 年 6 月に移転しました。 

東急田園都市線「三軒茶屋駅」徒歩 3 分 

東急世田谷線「三軒茶屋駅」徒歩 5 分 

 

▼まちづくり活動はじめまして交流会① 

世田谷文化生活情報センター 
［５階：生活工房セミナールームＡ・Ｂ］ 

世田谷区太子堂 4-1-1 キャロットタワー内 

東急世田谷線「三軒茶屋駅」直結 

東急田園都市線「三軒茶屋駅」 

三茶パティオ口 徒歩 3 分 

 

▼世田谷まちづくり交流会② 

世田谷区役所に新設される交流拠点（2026 年 11 月開設） 

会場の詳細や時間等につきましては、別途ご案内いたします。 

ユミルリンク株式会社の申込

サービスを利用しています。 


	会場：三茶しゃれなあどホール（世田谷区民会館別館）

